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３３  診診療療所所・・ククリリニニッックク  （順不同） 

名 称 〒 住 所 電話番号 備 考 

メンタルクリニック  
クラルス 

430-0944 中区田町315 番地の34 ウィンズ笠井屋ビル5F 413-4177  

グリューン 
メンタルクリニック 

430-0929 
中区中央一丁目 15 番 5 号 
浜松メディカルパークビル 4F 

451-6570  

きぼうのこころクリニック 430-0925 
中区中央一丁目 15 番 1 号 
グランドメゾン浜松 2F-3 西 

452-7765  

楽メンタルクリニック 430-0926 中区砂山町 330 番地の 11 日総第二ビル 2F 457-8777  

小池神経科 433-8124 中区泉一丁目 7 番 21 号 472-8102  

もあクリニック 433-8118 中区高丘西三丁目 45 番 22 号 430-6101  

月照庵クリニック 433-8122 中区上島二丁目 11 番 15 号 476-1101  

ダダ第 2 クリニック 432-8047 中区神田町 503 番地 444-5010 デイケア・ナイトケア 

かろみメンタルクリニック 430-0933 
中区鍛治町 140 番地の 4  
新浜松メディカルビル 2F 

457-7575  

子どものこころの診療所 432-8023 中区鴨江二丁目 11 番 1 号 452-8080 完全予約制・要紹介状 

山の端メンタルクリニック 431-3125 東区半田山四丁目 7 番 15 号 431-3000  

ひまわりメンタルクリニック 435-0048 東区上西町 1099 番地 411-2626  

葉月クリニック 432-8061 西区入野町 6018 番地の 1 448-5566  

和恵会クリニック 432-8061 西区入野町 6413 番地 440-5500  

いしだクリニック 432-8066 西区志都呂二丁目 38 番 15 号 488-5205  

中村医院 432-8062 南区増楽町 825 番地の 1 447-3115  

うえやまメンタルクリニック 430-0814 南区恩地町 355 番地の 1 589-5153  

よつばメンタルクリニック 433-8112 北区初生町 325 番地の 1 414-0702  

ぴあクリニック 433-8108 北区根洗町 537 番地の 2 414-3355  

もくれんクリニック 433-8108 北区根洗町 1167 番地の 6 430-2525  

友愛のさと診療所 434-0023 浜北区高薗 775 番地の 1 586-8801  

メンタルクリニック・ダダ 434-0043 浜北区中条 1844 番地 586-8001 デイケア・ナイトケア 

すこやかこころのクリニック 434-0038 浜北区貴布祢 2004 番地 401-5561  

天竜厚生会第二診療所 431-3492 天竜区渡ヶ島 216 番地の 3 583-0022  
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身身体体障障害害者者障障害害程程度度等等級級表表        ※ 太線枠内が１種  

級 

別 

 

視 覚 障 害 

聴覚 

又は平衡機能の障害 
音声機能 

言語機能 

又はそし 

ゃく機能 

の障害 

肢  体  不  自  由 

聴覚障害 
平衡機 

能障害 上    肢 下  肢 体  幹 

１ 
 

級 

視力の良い方の眼の視力
(万国式試視力表によっ
て測ったものをいい、屈
折異常のある者について
は、矯正視力について測
ったものをいう。以下同
じ。)が 0.01 以下のもの 

   １ 両上肢の機能を全廃したも
の 

２ 両上肢を手関節以上で欠く
もの 

１ 両下肢の機能を
全廃したもの 

２ 両下肢を大腿の
２分の１以上で
欠くもの 

体幹の機能障害に
より坐っているこ
とができないもの 

２ 
 

級 

１ 視力の良い方の眼の
視力が 0.02 以上 0.03
以下のもの 

２ 視力の良い方の眼の
視力が 0.04 かつ他方
の眼の視力が手動弁
以下のもの 

３ 周辺視野角度（Ⅰ/4
視標による）の総和が
左右眼それぞれ 80 度
以下かつ両眼中心視
野角度（Ⅰ/2 視標に
よる）が 28 度以下の
もの 

４ 両眼開放視認点数が
70 点以下かつ両眼中
心視野視認点数が 20
点以下のもの 

両耳の聴力レベ
ル が そ れ ぞ れ
100 デシベル以
上のもの（両耳全
ろう） 

  １ 両上肢の機能の著しい障害 
２ 両上肢のすべての指を欠く

もの 

１ 両下肢の機能の
著しい障害 

２ 両下肢を下腿の
２分の１以上で
欠くもの 

１ 体幹の機能障害
により坐位又は
起立位を保つこ
とが困難なもの 

２ 体幹の機能障害
により立ち上る
ことが困難なも
の 

３ 一上肢を上腕の２分の１以
上で欠くもの 

４ 一上肢の機能を全廃したも
の 

３ 
 

級 

１ 視力の良い方の眼の
視力が 0.04 以上 0.07
以下のもの（2 級の 2
に該当するものを除
く。） 

２ 視力の良い方の眼の
視力が 0.08 かつ他方
の眼の視力が手動弁
以下のもの 

３ 周辺視野角度（Ⅰ/4
視標による）の総和が
左右眼それぞれ 80 度
以下かつ両眼中心視
野角度（Ⅰ/2 視標に
よる）が 28 度を超え
56 度以下のもの 

４ 両眼開放視認点数が
70 点以下かつ両眼中
心視野視認点数が 20
点を超え 40 点以下の
もの 

両耳の聴力レベ
ルが 90 デシベル
以上のもの（耳介
に接しなければ
大声語を理解し
得ないもの） 

平衡機能の
極めて著し
い障害 

音声機能、 
言語機能又
はそしゃく
機能の喪失 

１ 両上肢のおや指及びひとさ
し指を欠くもの 

２ 両上肢のおや指及びひとさし
指の機能を全廃したもの 

３ 一上肢の機能の著しい障害 
４ 一上肢のすべての指を欠く

もの 
５ 一上肢のすべての指の機能

を全廃したもの 

１ 両下肢をショパ
ール関節以上で
欠くもの  

体幹の機能障害に
より歩行が困難な
もの 

２ 一下肢を大腿の
２分の１以上で
欠くもの 

３ 一下肢の機能を
全廃したもの 

４ 
 

級 

１ 視力の良い方の眼の
視力が 0.08 以上 0.1
以下のもの（3 級の 2
に該当するものを除
く。） 

１ 両耳の聴力レ
ベルが 80 デ
シベル以上
のもの（耳介
に接しなけ
れば話声語
を理解し得
ないもの） 

２ 両耳による普
通話声の最
良の語音明
瞭度が 50％
以下のもの 

 音声機能、 
言語機能又
はそしゃく
機能の著し
い障害  

１ 両上肢のおや指を欠くもの 
２ 両上肢のおや指の機能を全

廃したもの 
３ 一上肢の肩関節、肘関節又

は手関節のうちいずれか一
関節の機能を全廃したもの 

４ 一上肢のおや指及びひとさ
し指を欠くもの 

５ 一上肢のおや指及びひとさ
し指の機能を全廃したもの 

６ おや指又はひとさし指を含め
て一上肢の三指を欠くもの 

７ おや指又はひとさし指を含
めて一上肢の三指の機能を
全廃したもの 

８ おや指又はひとさし指を含
めて一上肢の四指の機能の
著しい障害 

１ 両下肢のすべて
の指を欠くもの 

２ 両下肢のすべて
の指の機能を全
廃したもの 

３ 一下肢を下腿の
２分の１以上で
欠くもの 

４ 一下肢の機能の
著しい障害 

５ 一下肢の股関節又
は膝関節の機能を
全廃したもの 

６ 一下肢が健側に
比して 10 ㎝以上
又は健側の長さ
の 10 分の 1 以上
短いもの 

 

２ 周辺視野角度（Ⅰ/4
視標による）の総和が
左右眼それぞれ 80 度
以下のもの 

３ 両眼開放視認点数が
70 点以下のもの 

５ 
 

級 

１ 視力の良い方の眼の

視力が 0.2 かつ他方

の眼の視力が 0.02 以

下のもの 
２ 両眼による視野の２

分の１以上が欠けて
いるもの 

３ 両眼中心視野角度（Ⅰ
/2 視標による）が 56
度以下のもの 

４ 両眼開放視認点数が
70 点を超えかつ 100
点以下のもの 

５ 両眼中心視野視認点
数が 40 点以下のもの 

 平衡機能の
著しい障害 

 １ 両上肢のおや指の機能の著
しい障害 

２ 一上肢の肩関節、肘関節又
は手関節のうちいずれか一
関節の機能の著しい障害 

３ 一上肢のおや指を欠くもの 
４ 一上肢のおや指の機能を全

廃したもの 
５ 一上肢のおや指及びひとさ

し指の機能の著しい障害 
６ おや指又はひとさし指を含

めて一上肢の三指の機能の
著しい障害 

１ 一下肢の股関節
又は膝関節の機
能の著しい障害 

２ 一下肢の足関節
の機能を全廃し
たもの  

３ 一下肢が健側に
比して５㎝以上
又は健側の長さ
の 15 分の 1 以上
短いもの   

体幹の機能の著し
い障害 
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身身体体障障害害者者障障害害程程度度等等級級表表  ※ 太線枠内が１種 

級 

別 

肢 体 不 自 由 

心  臓 

機能障害 

じ ん 臓 

機能障害 

呼 吸 器 

機能障害 

ぼうこう 

又は直腸 

機能障害 

小  腸 

機能障害 

免  疫 

機能障害 

肝  臓 

機能障害 
乳幼児期以前の非進行性の 

脳病変による運動機能障害 

上肢機能 移動機能 

１ 
 

級 

不随意運動・失

調等により上

肢を使用する

日常生活動作

がほとんど不

可能なもの 

不随意運動・失

調等により歩

行が不可能な

もの 

心臓の機能の

障害により自

己の身辺の日

常生活活動が

極度に制限さ

れるもの 

じん臓の機能

の障害により

自己の身辺の

日常生活活動

が極度に制限

されるもの 

呼吸器の機能

の障害により

自己の身辺の

日常生活活動

が極度に制限

されるもの 

ぼうこう又は

直腸の機能の

障害により自

己の身辺の日

常生活活動が

極度に制限さ

れるもの 

小腸の機能の

障害により自

己の身辺の日

常生活活動が

極度に制限さ

れるもの 

ヒト免疫不全

ウイルスによ

る免疫の機能

の障害により

日常生活がほ

とんど不可能

なもの 

肝臓の機能の

障害により日

常生活活動が

ほとんど不可

能なもの 

２ 
 

級 

不随意運動・失

調等により上

肢を使用する

日常生活動作

が極度に制限

されるもの 

不随意運動・失

調等により歩

行が極度に制

限されるもの 

     ヒト免疫不全

ウイルスによ

る免疫の機能

の障害により

日常生活が極 

度に制限され

るもの 

肝臓の機能の

障害により日

常生活活動が

極度に制限さ

れるもの 

３ 
 

級 

不随意運動・失

調等により上

肢を使用する

日常生活動作

が著しく制限

されるもの 

不随意運動・失

調等により歩

行が家庭内で

の日常生活活

動に制限され

るもの 

心臓の機能の

障害により家

庭内での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

じん臓の機能

の障害により

家庭内での日

常生活活動が

著しく制限さ

れるもの 

呼吸器の機能

の障害により

家庭内での日

常生活活動が

著しく制限さ

れるもの 

ぼうこう又は

直腸の機能の

障害により家

庭内での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

小腸の機能の

障害により家

庭内での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

ヒト免疫不全

ウイルスによ

る免疫の機能

の障害により

日常生活が著

しく制限され

るもの（社会で

の日常生活活

動が著しく制

限されるもの

を除く） 

肝臓の機能の

障害により日

常生活活動が

著しく制限さ

れるもの（社会

での日常生活

活動が著しく

制限されるも

のを除く） 

４ 
 

級 

不随意運動・失

調等による上

肢の機能障害

により社会で

の日常生活活

動が著しく制

限されるもの 

不随意運動・失

調等により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

心臓の機能の

障害により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

じん臓の機能

の障害により

社会での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

呼吸器の機能

の障害により

社会での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

ぼうこう又は

直腸の機能の

障害により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

小腸の機能の

障害により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

ヒト免疫不全

ウイルスによ

る免疫の機能

の障害により

社会での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肝臓の機能の

障害により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

５ 
 

級 

不随意運動・失

調等による上

肢の機能障害

により社会で

の日常生活活

動に支障のあ

るもの 

 

不随意運動・失

調等により社

会での日常生

活活動に支障

のあるもの 
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身身体体障障害害者者障障害害程程度度等等級級表表  ※ 太線枠内が１種 

級 

別 

肢 体 不 自 由 

心  臓 

機能障害 

じ ん 臓 

機能障害 

呼 吸 器 

機能障害 

ぼうこう 

又は直腸 

機能障害 

小  腸 

機能障害 

免  疫 

機能障害 

肝  臓 

機能障害 
乳幼児期以前の非進行性の 

脳病変による運動機能障害 

上肢機能 移動機能 

１ 
 

級 

不随意運動・失

調等により上

肢を使用する

日常生活動作

がほとんど不

可能なもの 

不随意運動・失

調等により歩

行が不可能な

もの 

心臓の機能の

障害により自

己の身辺の日

常生活活動が

極度に制限さ

れるもの 

じん臓の機能

の障害により

自己の身辺の

日常生活活動

が極度に制限

されるもの 

呼吸器の機能

の障害により

自己の身辺の

日常生活活動

が極度に制限

されるもの 

ぼうこう又は

直腸の機能の

障害により自

己の身辺の日

常生活活動が

極度に制限さ

れるもの 

小腸の機能の

障害により自

己の身辺の日

常生活活動が

極度に制限さ

れるもの 

ヒト免疫不全

ウイルスによ

る免疫の機能

の障害により

日常生活がほ

とんど不可能

なもの 

肝臓の機能の

障害により日

常生活活動が

ほとんど不可

能なもの 

２ 
 

級 

不随意運動・失

調等により上

肢を使用する

日常生活動作

が極度に制限

されるもの 

不随意運動・失

調等により歩

行が極度に制

限されるもの 

     ヒト免疫不全

ウイルスによ

る免疫の機能

の障害により

日常生活が極 

度に制限され

るもの 

肝臓の機能の

障害により日

常生活活動が

極度に制限さ

れるもの 

３ 
 

級 

不随意運動・失

調等により上

肢を使用する

日常生活動作

が著しく制限

されるもの 

不随意運動・失

調等により歩

行が家庭内で

の日常生活活

動に制限され

るもの 

心臓の機能の

障害により家

庭内での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

じん臓の機能

の障害により

家庭内での日

常生活活動が

著しく制限さ

れるもの 

呼吸器の機能

の障害により

家庭内での日

常生活活動が

著しく制限さ

れるもの 

ぼうこう又は

直腸の機能の

障害により家

庭内での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

小腸の機能の

障害により家

庭内での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

ヒト免疫不全

ウイルスによ

る免疫の機能

の障害により

日常生活が著

しく制限され

るもの（社会で

の日常生活活

動が著しく制

限されるもの

を除く） 

肝臓の機能の

障害により日

常生活活動が

著しく制限さ

れるもの（社会

での日常生活

活動が著しく

制限されるも

のを除く） 

４ 
 

級 

不随意運動・失

調等による上

肢の機能障害

により社会で

の日常生活活

動が著しく制

限されるもの 

不随意運動・失

調等により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

心臓の機能の

障害により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

じん臓の機能

の障害により

社会での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

呼吸器の機能

の障害により

社会での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

ぼうこう又は

直腸の機能の

障害により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

小腸の機能の

障害により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

ヒト免疫不全

ウイルスによ

る免疫の機能

の障害により

社会での日常

生活活動が著

しく制限され

るもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肝臓の機能の

障害により社

会での日常生

活活動が著し

く制限される

もの 

５ 
 

級 

不随意運動・失

調等による上

肢の機能障害

により社会で

の日常生活活

動に支障のあ

るもの 

 

不随意運動・失

調等により社

会での日常生

活活動に支障

のあるもの 

       

－113－ 

  
  

障障
害害
者者
福福
祉祉
施施
設設
・・
学学
校校
一一
覧覧
・・
そそ
のの
他他
資資
料料  

身身体体障障害害者者障障害害程程度度等等級級表表  ６６・・77 級級  

級 

別 

視 覚 障 害 

聴覚又は平衡機能の障害 
音声機能 

言語機能 

又はそし 

ゃく機能 

の障害 

肢   体   不   自   由  

聴 覚 障 害 
平衡機 

能障害 上    肢 下  肢 

６ 
 

級 

視力の良い方の眼の視

力が0.3以上0.6以下か

つ他方の眼の視力が

0.02 以下のもの 

１ 両耳の聴力レベルが

70 デシベル以上の

もの（40 ㎝以上の距

離で発声された会話

語を理解し得ないも

の） 

２ 一側耳の聴力レベル

が 90 デシベル以上、

他側耳の聴力レベル

が 50 デシベル以上

のもの 

  １ 一上肢のおや指の機能の著しい障害 

２ ひとさし指を含めて一上肢の二指を欠く

もの 

３ ひとさし指を含めて一上肢の二指の機能

を全廃したもの 

１ 一下肢をリスフラン関

節以上で欠くもの 

２ 一下肢の足関節の機能

の著しい障害  

７ 
 

級 

    １ 一上肢の機能の軽度の障害 

 

２ 一上肢の肩関節、肘関節又は手関節のう

ち、いずれか一関節の機能の軽度の障害 

３ 一上肢の手指の機能の軽度の障害 

 

 

 

４ ひとさし指を含めて一上肢の二指の機能

の著しい障害 

５ 一上肢のなか指、くすり指及び小指を欠

くもの 

６ 一上肢のなか指、くすり指及び小指の機

能を全廃したもの 

１ 両下肢のすべての指の

機能の著しい障害 

２ 一下肢の機能の軽度の

障害 

３ 一下肢の股関節、膝関

節又は足関節のうち、

いずれか一関節の機能

の軽度の障害 

４ 一下肢のすべての指を

欠くもの 

５ 一下肢のすべての指の

機能を全廃したもの 

６ 一下肢が健側に比して

３cm 以上又は健側の長

さの２０分の１以上短

いもの 

※ ７級の障害は、１つのみでは法の対象となりませんが、７級の障害が２つ以上重複する場合 

又は７級の障害が６級以上の障害と重複する場合は、法の対象となるものです。 

 

身身体体障障害害者者障障害害程程度度等等級級表表６６・・77 級級  

級 

別 
肢  体  不  自  由 

心 臓 

機能障

害 

じ ん 臓 

機 能 障

害 

呼 吸 器 

機能障害 

ぼうこう 

又は直腸 

機能障害 

小 腸 

機能障害 

免 疫 

機能障害 

肝 臓 

機能障害 
体  幹 

乳幼児期以前の非進行性の 

脳病変による運動機能障害 

上肢機能 移動機能 

６
級 

 不随意運動・失

調等により上

肢の機能の劣

るもの 

不随意運動・失

調等により移

動機能の劣る

もの 

       

７
級 

 上肢に不随意

運動・失調等を

有するもの 

下肢に不随意

運動・失調等を

有するもの 

       

※ ７級の障害は、１つのみでは身体障害者福祉法の対象となりませんが、７級の障害が２つ以上重複する

場合又は７級の障害が６級以上の障害と重複する場合は、法の対象となるものです。 


